
 

Experiments about the problem of fire protection performance of the housing  

Part-2 Experiment on the fire preventive of gable wall 

Hitoshi Kinjo et al. 

 

住宅の防耐火性能の課題に関する実験 

その２ 枠組壁工法の小屋裏空間に面する外壁(妻壁)の防火性能 
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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに 
枠組壁工法における小屋裏空間に面する外壁(以降妻壁

と称す)の屋内側については、通常の外壁における屋内側

被覆(内装材)が、施工上省略される場合があり、屋外側

において通常の火災が発生した際、当該部分について屋

内側被覆(内装材)がないことによって、小屋裏空間へ火

炎が侵入し、延焼拡大してしまうことが懸念される。本

報においては、当所にて実施した当該部分についての防

火性能を検証した実験 1)について報告する。 

 

２．実験概要２．実験概要２．実験概要２．実験概要 
２．１試験体２．１試験体２．１試験体２．１試験体    

試験体概要を表－１に示す。妻壁の外壁仕様について

は、A-1 湿式工法(軽量モルタル仕様)及び A-2 乾式工法

(窯業系サイディング仕様)の 2 仕様とし、その内側に構

造用合板(9mm)、屋内側被覆(内装材)は両仕様ともになし

とした。今回の実験において検証対象としている小屋裏

空間における収納可燃物として想定されるのは、電気類

の配線及びグラスウール等の断熱材が考えられることか

ら、これらの材料についても試験体非加熱側(裏面側)へ

設置した。試験体図(A-1 湿式工法)を図―１、２に示す。 

 

表－１ 試験体の概要 

 A-1 A-2 

試験体仕様 枠組壁工法外壁 

湿式工法 乾式工法 

試験体の寸法 W3,000mm×H3,150mm 

外壁仕様 軽量 ｾ ﾒ ﾝ ﾄ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ

(15mm)・構造用

合板(9mm) 

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

(15mm)・構造用

合板(9mm) 

屋内側被覆(内装材) 無し 

非加熱側へ 

設置した収納可燃物 

グラスウール断熱材及び電気類配線

材料等 

加熱面・載荷荷重 屋外側加熱・20.3kN 

 

図－１ 試験体図(A-1 湿式工法) 

 

 

 
図－２ 試験体図(A-1 湿式工法) 温度測定位置 

(＊上段：内部温度測定位置) 

(＊下段：加熱温度及び裏面温度測定位置) 

※温度測定位置は A-1 及び A-2 共通 
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２．２実験方法２．２実験方法２．２実験方法２．２実験方法    

実験は当所保有の壁用加熱試験炉を用いた防火構造載

荷加熱試験とした。実験方法は当財団制定の「防耐火性

能・評価業務方法書」2)に従い、加熱は ISO834 に規定す

る標準加熱曲線とし、試験荷重は、たて枠(柱)断面に長

期許容応力度に相当する荷重(20.3 kN)とした。今回の実

験においては、妻壁に要求される性能として、①遮炎性

能(小屋裏空間への火炎進入による延焼防止)、②遮熱性

能(小屋裏空間に想定される収納可燃物への着火による延

焼防止)及び③非損傷性能(通常の防火構造外壁と同等性

能の確認)とし、これら３つの要求性能より妻壁に対する

防火性能の検証を行った。なお、今回の加熱においては、

非加熱側構造用合板において着炎が確認されるまで(遮炎

性能の失格)加熱を継続した。 

 

表－２ 遮熱性能についての実験結果 

 A-1 

試験体 

裏面側 

A-2 

試験体 

裏面側 

初期温度 12℃ 20℃ 

小

屋

裏

収

納

可

燃

物 

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 

防湿層材質：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂*1 

92℃ 

(38 分) 

99℃ 

(32 分) 

配線類の CD 管 

材質：ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂*1 

108℃ 

(26 分) 

91℃ 

(31 分) 

電線類の外皮材 

材質：ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂*2 

71℃ 

(38 分) 

73℃ 

(32 分) 

構

造

用

合

板 

温度上昇度（最高温度） 

※規定値 180K 以下 

309K 

(30 分) 

181K 

(30 分) 

温度上昇度（平均温度） 

※規定値 140K 以下 

129K 

(30 分) 

145K 

(30 分) 

*1 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂の引火温度：341℃ 

*2 ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂の引火温度：391℃ 

 

３．実験結果３．実験結果３．実験結果３．実験結果 
遮炎性能をについては、A-1 湿式工法(軽量モルタル仕

様)で、加熱開始 37.5 分に非加熱側構造用合板に着炎が

確認されたため、その時点で遮炎性能の失格と判断し、

38 分にて加熱を終了した。A-2 乾式工法(窯業系サイディ

ング仕様)については、30.5 分において遮炎性能の失格と

なったので、32 分にて加熱を終了した。これらの結果か

ら、2 仕様ともに 30 分までの遮炎性能は満足できたと考

える。遮熱性能においては、今回設定した妻壁における

遮熱性能の基準として設けた小屋裏空間における収納可

燃物への着火危険性については、各材料(収納可燃物)と

もに十分に低い温度であり、今回要求した性能を満足で

きた。非加熱側裏面温度においては、屋内側被覆(内装

材)がないことで、構造用合板裏面温度が通常の防火構造

(外壁)とした場合、遮熱性能判定の対象温度となるため、

規定値を上回った。遮熱性能についての結果一覧を表－

２に示す。非損傷性能については、軸方向収縮量が A-1

で 1.0mm、A-2 で 1.2mm という値で、十分に規定値を満足

する結果であった。 

 

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ 
本報において検証した妻壁に要求される防火性能とし

ては、①遮炎性能、②遮熱性能及び③非損傷性能とした

ことは 2 項で述べたとおりである。その中で②の遮熱性

能においては、通常の外壁と妻壁を比較した場合、両者

に想定される屋内側収納可燃物が異なることを考えれば、

小屋裏空間に想定される収納可燃物への着火を防ぐこと

ができれば、屋内側被覆(内装材)が省略された場合でも、

小屋裏空間への延焼拡大の可能性は低いと考えられ、本

報で紹介した 2 仕様については、妻壁に要求される防火

性能(延焼防止)は満足できると考える。 
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